
こ
う
し
て
血
友
病
の
息
子
ア
レ
ク
シ
ス
が
誕
生
し
た
こ
と
が
、
ラ
ス
プ

ー
チ
ン
の
よ
う
な
霊
的
指
導
者
を
求
め
た
遠
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
八
章
の
「
群
衆
暗
示
」
で
は
、
中
世
ド
イ
ツ
の
舞
踏
狂
、
魔
女
狩

り
、
ヒ
ト
ラ
ー
を
例
に
あ
げ
、
集
団
ヒ
ス
テ
リ
ー
に
つ
い
て
述
べ
て
い

ブ
（
》
Ｏ

第
九
章
の
「
人
造
災
害
」
で
は
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド
の
薬
害
や
ロ
ン
ド

ン
の
大
気
汚
染
な
ど
の
公
害
に
止
ま
ら
ず
、
医
学
の
進
歩
が
も
た
ら
し

た
人
口
増
加
や
食
糧
問
題
、
飢
餓
ま
で
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
本
は
四
半
世
紀
前
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
エ
イ
ズ
に
つ
い
て

（
本
文
で
は
）
触
れ
て
い
な
い
し
、
ま
た
結
核
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
に
影

響
が
大
き
す
ぎ
る
の
で
省
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
除
け
ば
古
代
か
ら
現
代
ま
で
重
要
な
テ
ー
マ
が
ほ
ぼ
そ
ろ

っ
て
い
る
。
確
か
に
個
々
の
内
容
は
、
大
部
分
が
既
に
知
ら
れ
て
い
る

事
柄
で
は
あ
る
が
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
を
提
示
し
て
自
説
を
展
開
し
て

お
り
納
得
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
し
、
一
気
に
読
ま
せ
て
し
ま
う
。

し
か
も
記
載
は
関
連
す
る
医
学
史
的
事
柄
に
ま
で
及
ぶ
の
で
内
容
は
充

実
し
て
お
り
、
気
軽
に
医
学
の
歴
史
に
触
れ
る
の
に
格
好
の
本
で
あ
る

ア
（
ｊ
／
Ｏ

な
お
自
分
の
専
門
が
皮
膚
科
学
で
あ
る
の
で
、
と
り
わ
け
第
三
章
の

梅
毒
に
つ
い
て
の
記
載
に
興
味
を
も
っ
た
。
梅
毒
と
似
た
フ
ラ
ン
ベ
シ

ア
と
い
う
病
気
が
ア
フ
リ
カ
に
あ
り
、
梅
毒
と
同
様
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
で

起
こ
り
、
細
菌
学
的
に
は
両
者
は
区
別
が
つ
か
な
い
の
だ
が
、
著
者
は

梅
毒
の
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
が
フ
ラ
ン
ベ
シ
ァ
の
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
か
ら
変
化

し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
確
か
に
気
候
条
件
が
変
化
す
る
と
フ
ラ
ン

土
屋
雅
春
著

『
医
者
の
み
た
福
澤
諭
吉
」

私
が
、
士
屋
雅
春
氏
の
書
か
れ
た
「
医
者
の
み
た
福
澤
諭
吉
」
の
書

評
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
中
津
の
出
身
で
多
少
医
学
史
に
関
わ

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

事
実
私
は
、
中
津
に
あ
る
福
沢
諭
吉
の
実
家
か
ら
五
○
○
メ
ー
ト
ル

も
離
れ
て
い
な
い
所
で
生
ま
れ
、
諭
吉
の
家
を
掃
除
し
、
諭
吉
の
家
や

そ
の
周
囲
の
空
き
地
を
少
年
時
代
は
遊
び
場
と
し
て
育
っ
た
・
諭
吉
は
、

筆
者
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
郷
土
の
偉
人
で
あ
り
、
富
士
山
の
よ
う
に

そ
び
え
る
先
輩
で
あ
る
。

諭
吉
に
関
す
る
研
究
は
「
福
澤
学
」
と
も
い
う
べ
き
学
問
の
ジ
ャ
ン

ル
が
あ
り
、
今
な
お
多
く
の
研
究
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
研
究
を

続
け
て
い
る
。
著
者
の
土
屋
氏
は
、
慶
応
義
塾
で
医
学
を
学
ん
だ
医
者

ベ
シ
ア
の
症
状
に
も
変
化
が
起
こ
る
の
で
面
白
い
推
測
だ
と
思
う
。
著

者
は
従
っ
て
ア
フ
リ
カ
↓
ョ
－
ロ
ッ
パ
と
い
う
梅
毒
伝
染
ル
ー
ト
の
可

能
性
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
に
わ
か
に
認
め
難
い
説
で
は
あ
る
が
、

最
新
の
遺
伝
子
工
学
的
な
研
究
に
よ
っ
て
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
の
発
見

な
ど
が
も
し
あ
れ
ば
、
新
た
な
展
開
も
期
待
で
き
よ
う
。

（
今
泉
孝
）

〔
法
政
大
学
出
版
局
呈
宋
京
都
新
宿
区
市
ヶ
谷
田
町
二
’
一
四
’
一
、
電
話

○
三
’
五
二
二
八
’
六
二
七
一
、
一
九
九
六
年
六
月
、
四
六
判
、
二
九
四
頁
、

三
○
四
五
円
〕
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の
立
場
か
ら
、
諭
吉
が
医
学
や
福
祉
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
日
本
の

衛
生
環
境
、
健
康
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

諭
吉
は
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
○
二
に
亡
く
な
っ
た
が
、
死
後
七

十
六
年
を
経
た
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
墓
を
掘
り
起
こ
し
た
と

こ
ろ
、
亡
く
な
っ
た
時
の
ま
ま
の
姿
で
ミ
イ
ラ
化
さ
れ
て
発
見
さ
れ
た
。

遺
体
は
福
澤
家
の
意
向
も
あ
っ
て
、
解
剖
も
さ
れ
ず
火
葬
さ
れ
た
と
い

シ
フ
Ｏ

著
者
は
、
医
者
と
い
う
立
場
か
ら
諭
吉
の
病
歴
に
つ
い
て
調
べ
て
い

る
。
諭
吉
は
、
六
十
八
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
五
回
も
大
き
な
病
気
に
罹

患
し
て
い
る
。
ま
ず
、
七
歳
の
時
に
天
然
痘
に
罹
り
、
適
塾
時
代
に
腸

チ
フ
ス
、
一
四
、
五
年
後
に
は
発
疹
チ
フ
ス
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九

八
）
六
十
五
歳
の
時
に
第
一
回
の
脳
卒
中
に
罹
っ
た
。
著
者
は
、
こ
れ
を

脳
梗
塞
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
時
の
医
師
団
は
、
松
山
棟
庵
、

山
根
文
策
、
北
里
柴
三
郎
で
あ
っ
た
。
命
取
り
に
な
っ
た
第
二
回
の
脳

卒
中
は
脳
出
血
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

諭
吉
が
自
ら
の
健
康
法
と
し
て
、
米
つ
き
と
居
合
い
を
行
っ
て
い
た

こ
と
は
、
中
津
の
資
料
館
に
も
展
示
し
て
あ
る
。
明
治
二
十
八
年
十
二

月
三
十
一
日
の
居
合
数
抜
は
千
本
に
お
よ
ん
で
い
る
。
諭
吉
が
、
並
大

抵
で
な
い
体
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
諭
吉

が
西
洋
人
の
食
生
活
が
栄
養
的
に
も
優
れ
て
、
そ
れ
が
人
間
の
体
力
、

知
力
に
も
影
響
す
る
と
考
え
、
諭
吉
自
身
も
食
卓
に
洋
食
を
取
り
入
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。
諭
吉
は
、
緒
方
洪
庵
の
適
塾
で
学

ん
だ
こ
と
か
ら
、
早
く
か
ら
医
学
医
療
に
興
味
を
も
ち
、
威
臨
丸
で
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
行
っ
た
時
も
、
海
員
病
院
を
訪
れ
こ
の
後
、
ョ
－

ロ
ッ
パ
ヘ
外
遊
し
た
時
も
、
パ
リ
の
ラ
リ
ボ
ア
ジ
ェ
ル
病
院
を
見
学
し
、

「
西
洋
事
情
」
で
西
洋
の
病
院
を
紹
介
し
て
い
る
。

諭
吉
は
、
ロ
シ
ア
を
訪
れ
た
時
も
病
院
を
訪
ね
、
手
術
を
見
て
失
神

し
て
い
る
。
著
者
は
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
諭
吉
の
人
間
的
な
一
面
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

築
地
の
中
津
藩
中
屋
敷
跡
に
は
「
蘭
学
の
泉
は
こ
こ
に
」
の
碑
が
あ

る
。
藩
医
前
野
良
沢
が
中
心
と
な
っ
て
、
こ
の
地
で
「
タ
ー
フ
ル
ア

ナ
ト
ミ
カ
」
を
翻
訳
し
た
こ
と
か
ら
蘭
学
発
祥
の
地
で
あ
る
こ
と
を
記

念
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
諭
吉
は
、
杉
田
玄
白
の
「
蘭
東
事

始
」
を
「
藺
学
事
始
」
と
し
て
明
治
二
年
に
出
版
し
た
如
く
、
前
野
良

沢
達
の
蘭
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
苦
労
に
大
い
に
感
銘
し
て
い

た
。
諭
吉
は
、
そ
の
功
績
を
称
え
る
べ
く
こ
の
地
に
「
藺
化
堂
設
立
の

目
論
見
書
」
と
い
う
も
の
を
記
し
て
い
る
と
い
う
。
同
じ
地
に
諭
吉
の

蘭
学
塾
が
作
ら
れ
こ
の
場
所
が
、
慶
応
義
塾
発
祥
の
地
と
も
な
る
の
で

あ
る
か
ら
、
運
命
の
巡
り
合
わ
せ
に
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

実
際
、
中
津
藩
は
前
野
良
沢
の
み
な
ら
ず
、
藩
主
奥
平
昌
高
の
藺
和

辞
書
、
和
蘭
辞
書
の
出
版
、
シ
ー
ポ
ル
ト
と
の
交
流
、
村
上
玄
水
の
解

剖
、
辛
島
正
庵
の
種
痘
、
田
代
基
徳
の
近
代
外
科
学
と
蘭
学
に
ゆ
か
り

の
業
績
が
多
く
、
諭
吉
と
藺
学
と
の
関
わ
り
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い

こ
と
は
最
近
よ
く
知
ら
れ
て
き
た
。
諭
吉
が
、
蘭
学
や
西
洋
医
学
に
旺

盛
な
る
興
味
を
示
す
の
も
、
中
津
の
医
学
史
を
紐
解
け
ば
容
易
に
理
解

で
き
る
。

諭
吉
は
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
遺
児
お
稲
を
明
治
天
皇
側
室
の
主
治
医
と
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精
神
科
医
艤
史
研
究
会
編
集

「
長
山
泰
政
先
生
著
作
集
」

「
精
神
病
者
及
び
精
神
異
常
者
を
精
神
病
院
外
の
自
由
な
る
天
地
で

医
学
的
（
精
神
病
学
的
並
に
精
神
衛
生
学
的
）
或
は
社
会
的
見
地
よ
り
、
患

者
の
生
活
状
態
を
出
来
得
る
限
り
侵
害
せ
ず
に
、
各
人
に
適
し
た
方
法

で
保
護
す
る
」
の
が
「
院
外
保
護
」
と
い
う
（
長
山
泰
政
「
独
逸
公
立
精

し
て
推
薦
し
た
り
、
北
里
柴
三
郎
の
伝
染
病
研
究
所
の
設
立
に
協
力
し

た
り
、
明
治
六
年
に
は
慶
応
義
塾
医
学
所
を
開
設
し
た
り
し
て
、
日
本

の
西
洋
医
学
発
展
に
大
い
に
貢
献
し
た
こ
と
を
、
本
耆
は
余
す
こ
と
な

く
記
し
て
お
り
、
医
者
の
み
た
諭
吉
像
に
よ
く
迫
っ
て
お
り
一
気
に
読

め
る
好
著
で
あ
る
。

最
後
に
、
慶
応
義
塾
の
北
里
講
堂
の
二
階
の
会
議
室
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
、
諭
吉
の
医
者
に
贈
る
た
め
の
、
七
言
絶
句
の
漢
詩
に
つ
い
て
触

れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
「
病
気
を
治
す
の
は
自
然
（
神
）

で
あ
る
な
ん
て
思
っ
て
く
れ
る
な
。
毎
日
勉
強
し
て
い
る
医
師
の
自
分

が
治
し
て
や
る
と
お
も
い
な
さ
い
。
自
然
が
治
す
ん
だ
か
ら
、
た
だ
見

て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
患
者
を
見
た
ら
千
里
の
先
ま

で
、
手
の
裏
ま
で
見
通
し
、
孫
の
手
の
よ
う
に
、
患
者
の
か
ゆ
い
と
こ

ろ
の
隅
々
ま
で
手
の
届
く
よ
う
な
、
そ
う
い
う
医
者
に
な
り
な
さ
い
」
。

（
川
鳥
眞
人
）

〔
中
央
公
論
社
醜
東
京
都
中
央
区
京
橋
二
’
八
’
七
、
電
話
○
三
’
三
五
六

三
’
一
四
三
一
、
一
九
九
六
年
十
月
、
新
書
判
、
二
三
五
頁
、
七
二
○
円
〕

神
病
院
に
於
け
る
精
神
病
者
の
看
護
並
に
保
護
事
業
」
）
。
ド
イ
ツ
語
の
Ｑ
‐

註
．
①
湧
旨
三
四
日
の
ｇ
①
胃
刷
自
照
を
訳
し
て
「
院
外
保
護
」
と
呼
ん

だ
。
こ
の
名
称
を
作
り
、
日
本
で
初
め
て
院
外
保
護
を
実
施
し
た
先
駆

者
が
、
精
神
科
医
長
山
泰
政
（
一
八
九
三
～
一
九
八
六
）
で
あ
る
。

精
神
科
医
療
史
研
究
会
編
集
の
『
長
山
泰
政
先
生
著
作
集
」
に
よ
る

と
、
長
山
は
府
立
大
阪
医
科
大
学
（
今
の
大
阪
大
学
医
学
部
）
精
神
病
理

学
教
室
に
所
属
し
て
い
た
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
四
月
、
和
田
豊
種
精

神
病
学
教
授
、
長
崎
仙
太
郎
薬
物
学
教
授
ら
と
ョ
－
ロ
ッ
パ
視
察
の
旅

に
出
た
。
ベ
ル
リ
ン
に
着
く
と
和
田
教
授
か
ら
「
君
は
ド
イ
ツ
に
残
っ

て
研
究
す
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
、
長
山
は
ド
イ
ツ
に
残
り
、
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
で
精
神
病
理
学
を
研
究
。
た
ま
た
ま
ハ
ン
ブ
ル
グ
で
精
神
病
理
学

講
習
会
に
出
席
し
、
シ
モ
ン
の
「
最
新
の
作
業
療
法
」
、
コ
ル
プ
の
「
精

神
病
者
の
院
外
保
護
」
の
講
義
に
感
銘
し
、
ド
イ
ツ
国
内
一
九
カ
所
の

公
立
精
神
病
院
を
数
カ
月
間
、
詳
細
に
視
察
調
査
し
た
。
帰
国
後
は
大

学
に
戻
ら
ず
、
大
阪
府
立
中
宮
病
院
に
勤
め
、
作
業
療
法
、
院
外
保
護
、

家
族
看
護
を
実
施
し
、
海
外
の
事
情
な
ど
を
記
し
て
論
文
を
次
々
と
発

表
し
た
が
、
神
経
学
雑
誌
に
は
受
理
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
（
日
本
作

業
療
法
士
協
会
精
神
科
作
業
療
法
基
準
委
員
会
「
長
山
先
生
訪
問
記
」
）

著
作
集
の
第
一
部
著
作
で
は
、
「
欧
州
精
神
病
院
に
於
け
る
作
業
療

法
」
な
ど
の
論
文
、
随
筆
、
滞
欧
日
記
な
ど
二
十
篇
余
り
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
長
山
は
論
文
「
精
神
病
者
の
院
外
療
護
特
に
院
外
保
護
に
就

て
」
で
、
ド
イ
ツ
で
広
く
行
わ
れ
て
い
る
病
院
外
保
護
の
推
進
と
、
保

護
医
と
保
護
員
の
き
ち
ん
と
し
た
養
成
を
訴
え
て
い
る
。
保
護
医
は
精

神
病
者
の
院
外
保
護
で
、
患
者
を
指
導
・
監
督
・
保
護
す
る
精
神
科
医
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